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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
2021年～2023 年の間、日本職業・災害医学会会誌に投稿された論文の中から、優秀な論文に対して、
学会賞、奨励賞を授与した。以下に学会賞の著者とタイトルを列挙する。 
2021年：宗像正徳、他「宮城県教職員における月当たり時間外勤務時間、休日勤務と抑うつの関係」 
2022年：豊田章宏、他「15年間の死亡統計から学ぶ：全国労災病院病職歴データベースによる検討」  
2023年：井上 信孝、他「地域社会における，社会関係資本と生活満足度に関する研究―労災病院職員
アンケート調査からの検討」 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
当該領域において国際的な役割についてはこの 5年間の実績として報告するべき点はない。 
 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

当学会は当初労働災害により生じた筋骨格系、脊椎脊髄損傷を中心に活動が行われてきたが、その後の
産業構造、社会形態の変化に応じて、アスベスト、塵肺、勤労者におけるメンタルヘルスや生活習慣病、
治療就労両立支援など職業医学、災害医学の領域で研究が拡大され成果を上げている。 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

職業医学、災害医学の分野における社会医学としての研究に基盤に置きながら 臨床的視点も取り入れ
て職業性疾病に関する研究を医師および医療職にて推進、支援していることを強調したい。 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

当学会は、日本衛生学会、日本産業衛生学会、日本公衆衛生学会、日本医療・病院管理学会、日本医療
情報学会、日本疫学会、日本災害医学会などとともに社会医学系専門医協会の構成学会として、社会医
学系専門医の育成、認定などに取り組んでいる。 
また、2022 年全国公衆衛生関連学協会連絡協議会に加入した。本協議会を通じて、関連学会や団体と
の相互交流、協力連携を図っている。 
 

 


